
毎日新聞から抜粋

加藤　紀之  議員

【
加
藤
】
財
政
制
度
等

審
議
会
が
、
国
と
地

方
の
債
務
残
高
の
合
計

が
、
２
０
６
０
年
に
は

８
０
０
０
兆
円
に
な
る
と

の
試
算
を
示
し
た
。

　
審
議
会
は
、
こ
の
ま
ま

で
は
将
来
世
代
に
重
い
負

担
を
背
負
わ
せ
る
こ
と
に

な
り
、
国
や
自
治
体
は

歳
出
の
大
胆
な
見
直
し
や
、

増
収
策
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
と
し
て
い
る
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
交
付

税
も
相
当
な
減
少
が
予
想

さ
れ
る
が
、
町
長
は
ど
う

対
応
す
る
か
。

【
町
長
】
引
き
続
き
行
財

政
改
革
を
進
め
る
が
、
基

金
の
活
用
も
考
え
る
必
要

に
迫
ら
れ
る
。

【
加
藤
】
専
門
家
は
、
成

長
戦
略
と
歳
出
カ
ッ
ト
、

さ
ら
に
増
税
が
不
可
欠
だ

と
し
て
い
る
。

　
本
町
の
成
長
産
業
を
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

【
町
長
】
農
林
水
産
業
、

観
光
業
が
柱
で
あ
る
。

【
加
藤
】
今
の
ま
ま
で
は
、

成
長
産
業
に
な
る
と
は

思
え
な
い
農
業
の
予
算
を
、

若
者
定
住
が
期
待
で
き
る

企
業
誘
致
に
か
け
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

【
町
長
】
農
業
政
策
は
国

の
施
策
で
あ
る
。

農業予算の転用は？

国の施策である町長

へこんだ町道

【
野
口
】
畑
地
か
ん
が
い

用
水
の
ボ
ツ
ク
ス
が
低
く

設
置
し
て
あ
り
、
ト
ラ
ッ

ク
が
大
き
く
バ
ウ
ン
ド
し
、

非
常
に
不
快
で
あ
る
。
町

と
畑
か
ん
の
占
用
者
と
の

道
路
修
理
の
関
係
は
。

　
ま
た
、
殿と
の

河が
わ

内ち

南
側
の

へ
こ
み
の
修
理
は
。

【
町
長
】
道
路
占
用
許
可

条
件
で
、
２
年
間
の
瑕か

疵し

責
任
と
、
さ
ら
に
復
旧
方

法
に
瑕
疵
が
あ
る
場
合
は
、

５
年
間
の
保
証
措
置
を
付

し
て
い
る
。

　

殿
河
内
は
早
急
に
対
応

す
る
。

【
野
口
】
占
用
工
事
完
成

時
に
ど
の
よ
う
に
検
査
し

て
い
る
か
。

【
町
長
】
車
両
の
通
行
に

支
障
が
な
い
よ
う
確
認
し

て
い
る
。

【
野
口
】
町
民
が
快
適
な

生
活
を
す
る
た
め
、
道
路

行
政
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

な
考
え
を
も
っ
て
い
る
か
。

【
町
長
】
誰
も
が
安
全
で

安
心
し
て
利
用
で
き
る
道

造
り
だ
と
考
え
て
い
る
。

野口　昌作  議員

町道のへこみは
　　　　誰が直すか？

設置者の責任である町長
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